
明
恵
に
お
け
る
成
仏
の
思
想
に
つ
い
て

は
じ
め
に

明
恵
上
人（

（
（

（
以
下
、
諸
師
の
敬
称
を
略
す
）
は
晩
年
、『
仏
光
観
法
門（

（
（

』
を
著
し
て
仏
光
三
昧
観（

（
（

を
修
し
て
お
ら
れ
た
。
そ
れ
を
理
論
的
に
解
説
し
た
の
が『
華
厳
修
禅
観
照
入
解
脱
門
義（

（
（

』（
以
下『
解

脱
門
義
』）
な
ど
の
諸
著
作
で
あ
る
。『
解
脱
門
義
』
で
は
図
印
に
よ
っ
て
解
脱
門
能
入
の
義
を
示
し

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
図
印
の
特
徴
を
確
認
し
た
上
で
、『
解
脱
門
義
』
を
中
心
と
し
た
仏
光

観
諸
著
作
に
示
さ
れ
る
明
恵
の
成
仏
の
構
造
や
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一　
『
解
脱
門
義
』
所
説
の
図
印
に
つ
い
て

『
解
脱
門
義
』
の
図
印
は
「
文
殊
毘
盧
遮
那
普
賢
尊
」「
自
性
普
光
明
無
作
大
智
」「
空
智
慧
光
明

普
見
法
門
」「
憶
念
一
切
諸
仏
智
慧
光
明
法
門
」「
若
修
行
者
、
求
大
菩
提
心
者
、
無
勞
遠
求
、
但
自

淨
一
心
。
心
無
即
境
滅
。
識
散
即
智
明
。
智
自
同
空
。
諸
縁
何
立（

（
（

」
と
い
う
五
つ
の
文
句
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
総
称
し
て
五
段
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
五
段
の
文
句
は
す
べ
て
李
通
玄
の

著
作
に
あ
る
文
句
を
引
い
た
も
の（

（
（

で
あ
り
、
李
通
玄
か
ら
の
影
響
の
ほ
ど
が
知
ら
れ
る
。

五
段
の
文
句
の
う
ち
中
央
の
三
行
（「
文
殊
毘
盧
遮
那
普
賢
尊
」「
自
性
普
光
明
無
作
大
智
」「
空

智
慧
光
明
普
見
法
門
」）
は
、
人
に
約
す
と
因
果
は
不
同
で
あ
る
が
、
法
に
約
す
と
因
果
の
義
が
あ

り
、
こ
の
因
果
の
義
に
よ
っ
て
一
乗
十
信
の
法
が
成
ず
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
三
行
の
う
ち
、「
自

性
普
光
明
無
作
大
智
」
は
十
信
初
心
、「
空
智
慧
光
明
普
見
法
門
」
は
十
信
終
心
を
表
し
、
上
方
の

「
憶
念
一
切
諸
仏
智
慧
光
明
法
門
」
が
初
発
心
住
を
表
し
て
い
る（

（
（

。
そ
し
て
中
央
の
三
行
は
上
方
の

一
段
に
対
す
る
能
入
の
門
と
さ
れ
、
こ
れ
を
も
っ
て
初
発
心
住
に
至
り
便
成
正
覚
を
成
ず
る
と
し
て

い
る（

（
（

。
な
お
、「
憶
念
一
切
諸
仏
智
慧
光
明
法
門
」
は
初
発
心
住
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
文

句
は
念
仏
三
昧
解
脱
門
の
名
字
を
示
し
て
い
る（

（
（

。
中
央
の
三
行
が「
憶
念
一
切
諸
仏
智
慧
光
明
法
門
」

の
下
方
に
図
示
さ
れ
る
の
は
信
位
に
卑
劣
義
、
初
首
義
、
根
本
義
の
三
義（

（（
（

が
あ
る
こ
と
に
よ
る（

（（
（

。
対

す
る
「
憶
念
一
切
諸
仏
智
慧
光
明
法
門
」
が
上
方
に
図
示
さ
れ
る
の
は
、
住
位
高
勝
の
義
を
あ
ら
わ

す
た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
善
財
童
子
が
徳
雲
比
丘
に
妙
峯
山
頂
で
念
仏
三
昧
法
門
を
聞

い
た
こ
と
、
如
来
が
須
弥
山
山
頂
で
法
恵
菩
薩
に
念
仏
三
昧
法
門
を
説
か
せ
た
こ
と
、
こ
の
二
事
が

い
ず
れ
も
山
頂
で
な
さ
れ
た
こ
と
の
象
徴
と
し
て
上
方
に
図
示
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
下
方
の
一
行
は
李
通

玄
の
『
十
明
論
』
に
よ
っ
て
大
菩
提
心
の
行
者
の
行
法
を
示
し
て
い
る（

（（
（

。『
十
明
論
』
で
は
こ
の
文

句
の
後
に
「
以
空
智
慧
光
明
普
見
法
門
入
十
住
初
心
。
此
如
善
財
童
子
登
妙
峰
山
頂（

（（
（

」
と
続
き
、
行

者
の
行
法
は
心
境
倶
空
の
境
地
に
達
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
示
し
な
が
ら
、
空
智
慧
光
明
普
見
法

門
を
以
て
十
住
初
心
に
入
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
行
法
過
程
が
、
善
財
童
子
が
初
発

心
住
の
善
知
識
で
あ
る
徳
雲
比
丘
の
い
る
妙
峯
山
に
登
る
こ
と
に
通
じ
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
こ

の
文
言
が
下
方
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
す
る
配
置
上
の
意
図
は
な
い（

（（
（

。

こ
の
五
段
を
「
文
殊
毘
盧
遮
那
普
賢
尊
」
か
ら
一
本
の
線
で
結
び
、
そ
の
関
係
を
四
対（

（（
（

と
い
う
四

つ
の
関
係
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。
中
央
の
三
尊
（
文
殊
毘
盧
遮
那
普
賢
尊
）
と
左
方（

（（
（

（
自
性
普

光
明
無
作
大
智
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
、左
方
の
大
智
は
中
央
の
三
尊
（
三
法
）
に
よ
っ
て
成
立
（
能

成
）
す
る
大
智
で
あ
り
、
大
智
は
中
央
に
対
し
て
所
成
と
な
る（

（（
（

。
つ
ぎ
の
左
方
と
右
方
の
関
係
は
能

生
所
生
対
と
し
て
示
さ
れ
る
。
こ
こ
は
仏
光
三
昧
観
の
実
践
に
よ
っ
て
十
信
初
心
か
ら
信
満
に
至
る

と
こ
ろ
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
能
生
所
生
対
を
成
立
さ
せ
る
仏
光
三
昧
観
の
実
践
に
関
し
て
明
恵
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

先
須
於
散
位
、
對
善
友
｛
善
友
義
雖
多
種
、
以
有
大
智
大
悲
徳
、
名
善
友
。
大
智
徳
、
通
達
諸

佛
正
法
、
大
悲
徳
、
對
衆
生
、
不
貪
名
利
。
以
大
慈
悲
、
憐
愍
衆
生
、
以
大
智
説
如
實
正
法
。

能
所
相
順
、
佛
道
、
得
開
發
。
悲
智
體
用
、
互
相
導
。
義
、
如
常
釋
｝、
求
學
權
實
義
理
、
漸

明
恵
に
お
け
る
成
仏
の
思
想
に
つ
い
て

―
―
『
解
脱
門
義
』
を
中
心
に
―
―

髙

橋

寿

光

一
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頓
不
同
、
捨
權
取
實
、
如
前
説
、
與
三
尊
法
合
、
可
令
普
光
明
智
、
現
前
於
心
中
。
又
、
如
律

所
説
、
深
離
財
色
二
欲
。
離
財
欲
故
、
身
處
閑
靜
。
離
色
欲
故
、
心
清
淨
。
須
起
深
心
、
受
修

禪
法
。
於
禪
法
中
、
有
情
識
都
滅
方
便
｛
此
條
就
顯
密
、
有
種
種
祕
方
。
更
問
明
師
、
不
能
顯

露
而
已
。
但
此
云
都
滅
者
、
不
必
如
滅
盡
定
等
。
唯
用
禪
門
方
便
、
令
不
生
事
識
分
別
、
觀
心

凝
然
、
一
向
照
見
無
生
眞
理
。
是
名
都
滅
也
。
如
彼
意
言
無
分
別
觀
等
｝。
受
學
此
法
、
後
澄

心
於
朗
月
、
覺
眠
於
松
風
、
深
修
習
思
惟
之
時
、
十
重
作
想
｛
約
此
三
昧
觀
、
作
説
。
其
觀
門
、

如
別
記
説
｝。
成
已
至
第
十
重
位
、
自
心
同
虚
空
、
朗
然
安
樂
。
十
方
遍
觀
、
都
無
内
外
中
間

｛
深
義
更
問
｝。
方
始
、
了
知
空
慧
現
前
。
觀
察
一
切
衆
生
及
以
國
土
、
皆
如
幻
化
。
無
有
體
相
。

空
慧
自
性
、
皆
周
遍
故
、
一
切
諸
佛
成
正
覺
、
轉
法
輪
、
三
世
諸
劫
、
在
一
時
。
無
時
分
延
促

安
立
之
相
。
如
十
明
論
云（

（（
（

。

こ
れ
は
『
仏
光
観
法
門
』
所
説
の
一
連
の
仏
光
三
昧
観
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
行
者
は
善
友
で

あ
る
文
殊
か
ら
一
乗
大
法
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
十
信
の
心
を
起
こ
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
三
尊
の
法
と

円
融
し
自
性
光
明
無
作
大
智
を
も
っ
て
心
中
に
現
前
さ
せ
る
。
そ
し
て
心
を
清
浄
に
し
て
十
重
に
仏

光
を
観
想
す
る
。
こ
う
し
て
十
重
に
至
る
と
自
心
が
虚
空
と
同
じ
て
十
方
に
遍
満
し
中
間
が
な
く
な

る
と
い
う
。
こ
の
と
き
空
慧
、
つ
ま
り
空
智
慧
光
明
普
見
法
門
を
了
知
し
す
る
の
だ
が
、
こ
の
了
知

し
た
段
階
が
信
満
の
状
態
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
下
位
の
文
に
あ
る
「
心
無
即
境
滅
。
識
散
即

智
明
」
は
こ
の
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
明
恵
は
「
入
解
脱
門
」「
入
仏
智
見
」

「
念
仏
三
昧（

（（
（

」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
十
信
終
心
を
意
味
す
る
右
方
の
「
空
智
慧
光
明
普
見
法
門
」
と
上
方
の
「
憶
念
一
切
諸
仏

智
慧
光
明
法
門
」
は
、
修
行
者
が
十
信
終
心
に
お
い
て
観
照
を
起
こ
す
と
き
に
「
空
智
慧
光
明
普
見

法
門
」
を
方
便
と
し
て
「
憶
念
一
切
諸
仏
智
慧
光
明
法
門
」
に
入
る
と
い
う
関
係（

（（
（

か
ら
、
能
入
所
入

対（
（（
（

と
名
付
け
て
い
る
。

総
別
教
義
対
は
上
方
の
一
行
及
び
中
央
の
三
行
を
合
わ
せ
た
四
行
と
、
下
方
と
の
関
係
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
高
信
の
『
解
脱
門
義
聴
集
記
』
第
四
に
は
「
総
と
云
は
、図
の
下
の
横
の
一
段
也
｛
若

修
行
者
求
大
菩
提
心
等
文
也
｝。
別
と
云
は
、
上
の
四
段
也（

（（
（

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
上
方
と
中
央

の
四
行
は
一
連
の
修
証
過
程
と
し
て
の
構
造
が
示
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
下
方
の
文
は
修
証
過
程

を
総
括
し
て
い
る
。

明
恵
は
こ
れ
ら
の
図
印
の
所
表
に
つ
い
て
『
華
厳
一
乗
法
界
図
』
に
准
じ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

『
華
厳
一
乗
法
界
図
』
で
は
七
言
三
十
句
二
百
十
字
を
線
で
結
び
、
四
角
の
中
に
五
十
四
の
角
が
で

き
る
よ
う
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。『
華
厳
一
乗
法
界
図
』
の
図
印
は
「
二
門
分
別
。
一
總
釋
印
意
。

二
別
解
印
相（

（（
（

」
と
い
う
よ
う
に
、
図
印
が
示
す
内
容
を
二
門
に
分
け
て
解
説
し
、
こ
の
う
ち
印
相
を

解
す
る
中
で
は
、
文
相
を
説
く
、
字
相
を
明
か
す
、
文
意
を
釈
す
と
い
う
三
門
に
分
け
て
解
説
し
て

い
る
。
ま
た
、『
華
厳
一
乗
法
界
図
』
で
は
す
べ
て
の
文
句
が
一
道
に
よ
っ
て
連
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
「
表
如
来
一
音
故
。
所
謂
一
善
巧
方
便（

（（
（

」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。『
華
厳
一
乗
法
界
図
』
の
図

印
全
体
で
「
欲
表
釋
迦
如
來
教
網
、
所
攝
三
種
世
間
。
從
海
印
三
昧
、
槃
出
現
顯
故
。
所
謂
三
種
世

間（
（（
（

、
一
器
世
間
、
二
衆
生
世
間
、
三
智
正
覺
世
間
。
智
正
覺
者
、
佛
菩
薩
也（

（（
（

」
と
い
う
こ
と
を
表
し

て
い
る
か
ら
、
一
音
教
が
示
す
一
善
巧
方
便
と
し
て
の
行
は
、
海
印
三
昧
よ
り
表
さ
れ
た
三
種
世
間

自
在
行
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
す
べ
て
の
文
句
が
一
道
で
つ
な
が
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
修
証
過
程

を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。『
華
厳
一
乗
法
界
図
』
は
修
証
過
程
の
中
で
、
初
発
心
時
便
成
正
覚
の

義
を
示
す
た
め
、『
解
脱
門
義
』
の
図
印
の
所
表
を
示
す
上
で
、
援
用
し
や
す
か
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。二　

明
恵
に
お
け
る
成
仏
論（

（（
（

の
検
討

二
―
一
　
華
厳
諸
師
に
お
け
る
信
満
な
い
し
初
発
心
住
成
仏
に
つ
い
て

二
―
一
―
一
　
智
儼
の
場
合

智
儼
は
十
信
終
心
に
お
け
る
成
仏
に
関
し
『
五
十
要
問
答
』「
十
四
信
満
成
仏
義　

賢
首
品
釈（

（（
（

」

の
中
で
、
十
地
終
心
成
仏
を
い
わ
ず
に
十
信
成
仏
だ
け
を
い
っ
た
の
で
は
三
乗
教
に
す
ぎ
ず
、
十
信

成
仏
か
ら
十
地
終
心
成
仏
に
至
る
す
べ
て
を
具
え
な
け
れ
ば
一
乗
円
教
の
成
仏
に
な
ら
な
い
と
し
て

い
る
。
一
乗
円
教
の
立
場
に
よ
れ
ば
十
信
か
ら
十
地
に
至
る
す
べ
て
の
階
位
で
成
仏
を
得
る
こ
と
に

な
る
が
、
十
地
位
を
除
い
て
は
い
ず
れ
の
階
位
に
お
い
て
も
す
べ
て
の
階
位
の
成
仏
を
具
え
な
け
れ

ば
そ
れ
は
三
乗
教
と
み
な
さ
れ
る（

（（
（

。
だ
か
ら
と
い
っ
て
十
信
位
が
程
度
の
低
い
も
の
と
し
て
見
な
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
円
通
の
徳
あ
る
階
位
で
あ
る
か
ら
妙
慧
に
よ
っ
て
で
な
け
れ
ば
満
ず
る

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

二
―
一
―
二
　
義
湘
の
場
合

義
湘
は
『
華
厳
一
乗
法
界
図
』
の
中
で
、『
六
十
華
厳
』「
賢
首
菩
薩
品
」「
梵
行
品
」
に
お
け
る

初
発
心
菩
薩
の
諸
事
に
関
し
て
、
十
銭
の
比
喩
を
用
い
て
初
発
心
成
仏
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
初
発
心
菩
薩
の
一
念
の
功
徳
が
尽
く
し
き
れ
な
い
と
す
る
教
典
の
文
句
に
つ
い
て
、
そ
れ

二



明
恵
に
お
け
る
成
仏
の
思
想
に
つ
い
て

は
ま
さ
に
一
銭
が
無
尽
を
顕
す
の
と
等
し
い
と
す
る
。
同
様
に
諸
位
に
お
け
る
無
量
無
辺
の
功
徳
に

関
し
て
も
、
二
銭
以
降
が
一
銭
同
様
無
尽
を
顕
す
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
初
発

心
時
に
正
覚
を
成
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、
行
体
の
上
で
一
銭
即
十
に
な
る
と
主
張
し
て
い
る（

（（
（

。

二
―
一
―
三
　
法
蔵
の
場
合

法
蔵
に
お
け
る
信
満
成
仏
に
関
す
る
記
述
は
『
五
教
章
』「
諸
教
所
詮
差
別（

（（
（

」「
義
理
分
斉（

（（
（

」、『
探

玄
記（

（（
（

』
に
見
ら
れ
る
。
法
蔵
は
「
第
十
義
理
分
斉
」
十
玄
門
の
第
三
諸
法
相
即
自
在
門
の
中
で
、
同

体
門
に
約
し
て
自
ら
の
中
に
一
切
を
摂
し
、
そ
れ
が
さ
ら
に
相
即
相
入
す
る
こ
と
で
重
住
無
尽
と
な

る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
無
尽
が
す
べ
て
初
門
の
中
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
初

発
心
の
菩
薩
の
一
念
の
功
徳
が
無
量
に
し
て
辺
際
な
い
の
は
一
即
一
切
、
重
重
無
尽
で
あ
る
か
ら
あ

り
、
初
発
心
の
菩
薩
が
仏
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
、
始
を
得
れ
ば
終
を
得
て
、
終
を
窮
め
れ
ば
始
を

窮
め
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
一
連
の
相
即
が
十
信
終
心
作
仏
得
果
の
信
満
成
仏
で
あ

る
と
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
こ
と
は
因
果
の
面
か
ら
も
述
べ
れ
て
お
り
、
法
蔵
は
一
即
一
切
は
因
果
関
係

に
お
い
て
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
因
果
は
同
体
で
あ
る
と
す
る
。
だ
か
ら
因
分
可
説
果
分
不
可

説
と
い
え
ど
も
因
位
を
満
ず
れ
ば
お
の
ず
と
果
海
の
中
に
没
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
他
、「
義
理

分
斉（

（（
（

」
あ
る
い
は
『
探
玄
記
』
で
も
信
満
成
仏
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
当
然
想
定
さ
れ
う
る
十
住
以

降
の
存
在
意
義
、
終
教
と
同
教
に
お
け
る
信
満
成
仏
の
違
い
、
初
門
に
一
切
を
具
す
な
ら
な
ぜ
初
信

成
仏
に
な
ら
な
い
の
か
、
な
ぜ
初
発
心
成
仏
と
せ
ず
信
満
成
仏
と
す
る
の
か
、
な
ど
が
問
答
と
も
っ

て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
煩
瑣
に
な
る
の
で
、
信
満
成
仏
と
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
信
を
成

ず
る
と
い
う
行
に
よ
る
成
仏
で
あ
り
階
位
と
し
て
の
成
仏
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
こ
と
、
十
住
以
降

の
諸
位
は
一
即
一
切
一
切
即
一
の
相
即
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
提
示
す
る
の

み
に
さ
せ
て
頂
き
た
い（

（（
（

。

二
―
一
―
四
　
澄
観
の
場
合

澄
観
に
つ
い
て
は
初
心
の
成
仏
に
関
し
て
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
定
か
で
は
な
い

が（
（（
（

、『
三
聖
円
融
観
』
の
中
に
信
に
関
す
る
解
釈
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
中
で
文
殊
普
賢
を

能
信
所
信
の
相
対
と
み
な
し
、
普
賢
が
所
信
の
法
界
を
表
し
、
文
殊
が
能
信
の
心
を
表
す
と
し
て
い

る
。
だ
か
ら
『
仏
名
経
』
に
一
切
諸
仏
は
み
な
文
殊
に
よ
っ
て
発
心
す
る
と
し
て
い
る
の
は
、
信
に

よ
っ
て
発
心
す
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
い
い
、
善
財
童
子
が
文
殊
に
会
っ
て
大
心
を
発
し
た
の
は

信
位
に
あ
た
る
と
し
て
い
る（

（（
（

。
つ
ま
り
、『
三
聖
円
融
観
』
に
み
る
澄
観
の
主
張
を
み
る
か
ぎ
り
、

信
は
修
行
者
の
立
場
か
ら
述
べ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る（

（（
（

。

二
―
一
―
五
　
李
通
玄
の
場
合

李
通
玄
は
初
発
心
住
成
仏
の
立
場
を
と
る
。『
新
華
厳
経
論（

（（
（

』
の
中
で
仏
果
が
顕
れ
る
の
に
三
種

の
不
同
が
あ
る
と
し
、そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
初
発
心
の
十
住
初
位
仏
果
を
成
ず
る
事
を
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
仏
の
法
身
の
体
上
に
お
い
て
十
住
十
行
十
廻
向
十
地
な
ど
の
行
相
を
立
て
、
凡
俗
化
生
の

門
と
し
て
引
接
す
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
お
い
て
の
階
位
と
仏
と
は
相
即
関
係
と
な
る
。
こ
の
中
で
上

上
根
の
人
が
信
を
起
こ
せ
ば
創
首
で
あ
る
十
住
初
心
に
仏
果
を
証
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
他

に
『
華
厳
経
合
論（

（（
（

』
の
中
で
も
十
住
初
心
に
お
い
て
如
来
智
慧
家
に
入
る
こ
と
を
述
べ
る
な
ど
、
一

貫
し
て
初
発
心
住
成
仏
の
立
場
を
取
っ
て
い
る
。

二
―
二
　
明
恵
の
成
仏
論

明
恵
は
「
初
信
は
皆
、
文
殊
の
妙
慧
を
以
て
毘
盧
の
果
徳
を
信
ず
る
が
故
に
、
二
聖
相
従
し
て
因

果
同
体
の
信
法
を
成
立
す
。
此
の
信
力
に
依
る
が
故
に
、
終
心
に
即
ち
仏
家
に
生
ず
る
な
り（

（（
（

」、
あ

る
い
は
「『
華
厳
経
』
に
依
る
に
、
光
明
覚
品
の
中
に
如
来
、
足
下
輪
の
中
従
り
百
億
の
光
明
を
放

ち
て
漸
漸
に
周
満
し
て
、
行
者
の
心
を
引
き
て
広
大
な
ら
し
む
。
乃
至
、
第
十
重
に
虚
空
法
界
に
同

じ
く
し
て
、
行
者
を
し
て
信
位
の
終
心
の
中
に
於
い
て
根
本
智
を
開
発
し
、
仏
智
慧
家
の
中
に
生
ぜ

し
む
。
是
の
時
に
文
殊
師
利
、
亦
た
十
重
に
一
切
処
に
周
遍
し
て
、
如
来
の
十
徳
を
説
き
て
行
者
の

信
心
を
成
ぜ
し
む
。（
中
略
）
謂
わ
く
、
初
信
の
中
に
於
い
て
、
此
の
仏
果
の
十
徳
を
以
て
、
所
信

の
境
と
為
す
。
仏
光
に
随
い
て
信
心
を
し
て
広
大
無
辺
な
ら
し
む
。
主
伴
相
従
し
て
一
乗
の
信
法
を

成
立
す（

（（
（

」
と
い
う
よ
う
に
、
信
満
成
仏
の
立
場
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
明
恵
の
信
満
成
仏
の
解
釈
は
法
蔵
に
依
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
明
恵
は

自
身
の
中
で
仏
光
三
昧
の
実
践
に
関
す
る
理
論
を
前
に
立
て
た
上
で
三
昧
行
を
行
じ
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
。
明
恵
が
仏
光
三
昧
に
関
す
る
諸
著
作
を
著
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
夢
の
中
で
の
瑞
相

に
あ
る（

（（
（

。
そ
の
備
忘
録
と
し
て
『
仏
光
観
法
門
』
は
著
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
仏
光
三
昧
を
教
学
的
に

裏
付
け
る
た
め
に
『
解
脱
門
義
』
が
著
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
解
脱
門
義
』
は
仏
光
三
昧

観
の
実
践
あ
り
き
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
実
践
を
重
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
信
満
成
仏
を
重
視
す

る
の
は
当
然
で
あ
り
、
こ
こ
に
お
い
て
の
成
仏
の
価
値
が
智
儼
の
よ
う
に
条
件
付
き
の
も
の
で
あ
っ

て
は
不
都
合
が
生
じ
て
し
ま
う
。
法
蔵
や
李
通
玄
が
い
う
よ
う
な
初
心
即
極
の
義（

（（
（

の
中
で
価
値
づ
け

る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
以
降
の
階
位
に
お
い
て
は
吉
津
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
信
満
成
仏
の

三
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内
容
を
構
成
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
い（

（（
（

の
で
あ
る
。
と
は
い
え
信
満
成
仏
が
完
成
す
る
上
で
の
文
殊
の

位
置
づ
け
は
李
通
玄
の
理
解
に
準
じ
て
い
る（

（（
（

。
む
し
ろ
明
恵
は
李
通
玄
の
諸
著
作
に
影
響
を
受
け
な

が
ら
独
自
の
仏
光
三
昧
に
お
け
る
理
論
を
構
築
し
て
い
る
。
独
自
の
理
論
を
構
築
す
る
上
で
、
李
通

玄
の
そ
れ
を
援
用
し
た
の
で
は
処
理
し
き
れ
な
い
点
に
つ
い
て
、
他
の
華
厳
諸
師
の
理
論
を
援
用
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
成
仏
論
も
李
通
玄
の
そ
れ
で
は
処
理
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
ひ
と
つ
で

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
基
本
的
に
明
恵
は
信
満
成
仏
を
述
べ
て
は
い
る
が
、
そ
の
先
に
初
発
心
住
成

仏
を
立
て
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
心
住
一
対
の
入
門
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
な
信
住

の
関
係
と
し
て
心
境
合
し
て
無
二
で
あ
る
と
す
る
明
恵
の
考
え
方
は
、
信
満
成
仏
即
初
発
心
住
成
仏

を
意
味
し
、因
位
果
位
の
視
点
の
違
い
に
よ
っ
て
信
満
成
仏
（
菩
薩
）、あ
る
い
は
初
発
心
成
仏
（
仏
）

と
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か（

（（
（

。

ま
と
め

『
解
脱
門
義
』
の
図
印
は
上
方
の
「
憶
念
一
切
諸
仏
智
慧
光
明
法
門
」
に
初
発
心
住
を
、右
方
の
「
空

智
慧
光
明
普
見
法
門
」
に
十
信
終
心
を
当
て
、
解
脱
門
の
修
証
過
程
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
初

発
心
住
成
仏
と
信
満
成
仏
の
双
方
が
成
立
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
因
位
果
位
の
視
点
の
違
い

に
よ
っ
て
信
満
成
仏
（
菩
薩
）、
あ
る
い
は
初
発
心
成
仏
（
仏
）
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
法

蔵
の
信
満
成
仏
を
援
用
し
な
が
ら
も
信
満
成
仏
即
初
発
心
住
成
仏
と
い
う
独
自
の
主
張
を
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
初
発
心
住
成
仏
に
つ
い
て
は
諸
師
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
李

通
玄
に
依
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

註
（（）
承
安
三
年
（
一
一
七
三
）
―
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）

（（）『
仏
光
観
法
門
』
は
承
久
二
年
（
一
二
二
〇
）
七
月
二
十
五
日
に
著
さ
れ
た
。
こ
れ
は
十
信
位

に
お
け
る
仏
光
三
昧
観
の
次
第
、
作
法
を
簡
潔
に
示
し
た
る
も
の
で
、
入
堂
坐
禅
に
始
ま
り
、

禮
仏
、
敬
白
、
観
行
、
出
観
な
ど
、
一
連
の
流
れ
と
作
法
が
示
さ
れ
て
い
る
。
仏
光
三
昧
観
に

関
す
る
著
作
は
こ
の
他
に
今
回
取
り
上
げ
る
『
解
脱
門
義
』
承
久
二
年
（
一
二
二
〇
）
九
月

三
十
日
、『
華
厳
信
種
義
』
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
九
月
二
十
一
日
、『
華
厳
仏
光
三
昧
観
秘

宝
蔵
』
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
十
一
月
九
日
、『
華
厳
仏
光
三
昧
観
冥
感
伝
』
撰
述
年
代
不

詳
だ
が
お
そ
ら
く
『
秘
宝
蔵
』
と
同
時
期
、
以
上
の
五
著
作
が
あ
る

（（）
明
恵
上
人
は
、
実
践
重
視
の
姿
勢
の
中
で
李
通
玄
の
『
華
厳
経
合
論
』『
華
厳
経
決
疑
論
』『
解

迷
顕
智
成
非
十
明
論
』
な
ど
の
諸
著
作
に
出
会
い
、
仏
光
三
昧
観
を
修
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
明
恵
が
四
十
八
歳
の
時
の
こ
と
で
、
管
見
の
限
り
五
十
五
歳
ま
で
仏
光
観
に
関
す
る
講

義
を
し
て
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
恵
が
修
し
た
行
の
中
で
も
最
晩
年
か
け
て

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（（）
承
久
二
年
（
一
二
二
一
）
九
月
撰
述
。

（（）「
若
し
修
行
者
、
大
菩
提
心
を
求
め
る
な
ら
ば
、
遠
求
を
労
す
る
こ
無
く
、
但
だ
自
ら
一
心
を

浄
む
べ
し
。
心
無
け
れ
ば
即
ち
境
滅
せ
ん
。
識
散
ず
れ
ば
即
す
な
わ
ち
智
明
ら
か
な
り
。
智
は

自
ず
か
ら
空
に
同
ず
。
諸
縁
を
何
ぞ
立
つ
」

（（）「
文
殊
毘
盧
遮
那
普
賢
尊
」
は
『
華
厳
決
疑
論
』（『
正
蔵
』
三
六
、一
〇
一
四
ａ
）、「
自
性
普
光

明
無
作
大
智
」
は
『
華
厳
決
疑
論
』（『
正
蔵
』
三
六
、一
〇
一
二
ａ
）、「
空
智
慧
光
明
普
見
法
門
」

は
『
十
明
論
』（『
正
蔵
』
四
五
、七
六
八
ｃ
）、「
憶
念
一
切
諸
仏
智
慧
光
明
法
門
」
は
『
十
明
論
』

（『
正
蔵
』
四
五
、七
七
二
ａ
）
お
よ
び
『
華
厳
経
合
論
』（『
続
蔵
』
六
、九
一
三
ａ
）、「
若
修
行

者
、
求
大
菩
提
心
者
、
無
勞
遠
求
、
但
自
淨
一
心
。
心
無
即
境
滅
。
識
散
即
智
明
。
智
自
同
空
。

諸
縁
何
立
」
は
『
十
明
論
』（『
正
蔵
』
四
五
、七
六
八
ｃ
）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

（（）「
約
一
乘
教
、
中
央
三
行
、
約
人
雖
因
果
不
同
、
約
法
以
此
因
果
義
、
成
一
乘
十
信
法

故
、
即
以
此
空
智
慧
門
、
爲
十
信
終
心
。
以
諸
佛
境
界
智
慧
門
、
爲
初
發
心
住
」（『
正
蔵
』

七
二
、七
八
ａ
）

（（）「
即
以
此
中
央
三
段
、
皆
爲
能
入
門
、
入
上
方
發
心
住
。
即
初
發
心
時
、
便
成
正
覺
義
也
」（『
正

蔵
』
七
二
、七
八
ａ
）

（（）「
上
方
一
行
即
初
發
心
住
、
念
佛
三
昧
解
脱
門
名
字
也
」（『
正
蔵
』
七
二
、七
八
ａ
）

（（0）『
探
玄
記
』
に
は
「
足
下
相
輪
放
光
者
、
有
三
意
。
一
初
義
、
表
信
爲
萬
行
首
故
。
二
卑
義
、

表
信
行
最
微
故
。
三
本
義
、
表
信
爲
萬
行
之
本
故
」（『
正
蔵
』
三
五
、一
七
二
ｂ
） 

と
あ
る
。

（（（）「
下
三
段
信
位
故
、
表
卑
劣
義
故
、
表
初
首
義
故
、
表
根
本
義
故
、
在
下
方
也
」（『
正
蔵
』

七
二
、七
八
ｂ
）

（（（）「
善
財
童
子
、至
徳
雲
比
丘
處
、比
丘
、於
妙
峰
山
頂
、説
此
三
昧
法
門
。
又
如
來
、於
須
彌
山
頂
、

加
法
慧
菩
薩
、
令
説
此
法
門
。
表
住
位
高
勝
義
故
也
。
今
依
表
山
頂
、
安
上
方
也
」（『
正
蔵
』

七
二
、七
八
ｂ
）

（（（）「
爲
大
菩
提
心
行
者
、
明
示
行
法
文
也
」（『
正
蔵
』
七
二
、七
八
ｂ
）

四



明
恵
に
お
け
る
成
仏
の
思
想
に
つ
い
て

（（（）「
空
智
慧
光
明
普
見
法
門
を
以
て
十
住
初
心
に
入
る
。
此
れ
如
善
財
童
子
の
妙
峰
山
頂
に
登
る

が
如
し
」（『
正
蔵
』
四
五
、七
六
八
ｃ
）

（（（）「
中
央
三
行
下
横
一
段
文
、
無
別
所
表
」（『
正
蔵
』
七
二
、七
八
ｂ
）

（（（）「
文
殊
毘
盧
遮
那
普
賢
尊
」
と
「
自
性
普
光
明
無
作
大
智
」
の
関
係
を
能
成
所
成
対
、「
自
性
普

光
明
無
作
大
智
」
と
「
空
智
慧
光
明
普
見
法
門
」
の
関
係
を
能
生
所
生
対
、「
空
智
慧
光
明
普

見
法
門
」
と
「
憶
念
一
切
諸
佛
智
慧
光
明
法
門
」
の
関
係
を
能
入
所
入
対
、「
文
殊
毘
盧
遮
那

普
賢
尊
」
か
ら
「
憶
念
一
切
諸
佛
智
慧
光
明
法
門
」
ま
で
と
「
若
修
行
者
…
」
の
関
係
を
総
別

教
義
対
と
す
る
。

（（（）
本
文
中
で
は
中
央
の
三
尊
か
ら
左
右
を
み
る
の
で
、
図
で
見
た
と
き
の
左
右
と
は
表
記
が
逆
に

な
る
。
本
稿
中
で
は
便
宜
上
図
で
見
た
と
き
の
左
右
を
い
う
こ
と
に
す
る
。

（（（）「
第
一
能
成
所
成
對
者
、
於
中
有
二
重
。
先
中
央
三
尊
、
擧
能
成
三
尊
、
取
所
成
三
法
。
即
擧

人
取
法
也
。
即
爲
人
法
一
對
。
然
不
別
開
法
也
。
次
右
方
一
行
、依
能
成
三
法
、所
成
立
大
智
也
。

此
又
對
中
央
爲
能
成
所
成
對
。
可
知
。
次
能
生
所
生
對
者
、
右
方
一
行
、
對
中
央
爲
所
成
（
第

一
に
能
成
所
成
対
と
は
、
中
に
於
い
て
二
重
有
り
。
先
ず
中
央
の
三
尊
は
能
成
の
三
尊
を
挙
げ

て
所
成
の
三
法
を
取
る
。
即
ち
人
を
挙
げ
て
法
を
取
る
な
り
。
即
ち
人
法
一
対
と
為
す
。
然
る

に
別
に
法
を
開
か
ざ
る
な
り
。
次
に
右
方
の
一
行
は
能
成
の
三
法
に
依
り
て
成
立
す
る
所
の
大

智
な
り
。
此
れ
又
た
中
央
に
対
し
て
能
成
所
成
対
と
為
す
。
知
る
べ
し
。
次
に
能
生
所
生
対
と

は
、
右
方
の
一
行
は
中
央
に
対
し
て
所
成
と
為
す
」（『
正
蔵
』
七
二
、七
八
ａ
）。
能
成
所
成
対

は
左
方
と
の
関
係
を
示
す
と
同
じ
に
、
中
央
の
三
尊
自
体
に
お
い
て
も
能
成
所
成
の
関
係
が
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（（（）「
先
ず
須
く
散
位
に
於
い
て
善
友
に
対
し
て
｛
善
友
の
義
、
多
種
な
り
と
雖
も
、
大
智
大
悲
の

徳
有
る
を
以
て
善　

友
と
名
づ
く
。
大
智
の
徳
は
諸
仏
の
正
法
を
通
達
し
、
大
悲
の
徳
は
衆
生

に
対
し
て
、
名
利
を
貪
ぜ
ず
。
大
慈
悲
を
以
て
衆
生
を
憐
愍
し
、
大
智
を
以
て
如
実
の
正
法
を

説
く
。
能
所
相
順
し
て
、
仏
道
開
発
す
る
こ
と
を
得
。
悲
智
の
体
用
、
互
い
に
相
導
す
。
義
、

常
に
釈
す
る
が
如
し
｝
権
実
の
義
理
、
漸
頓
の
不
同
を
求
学
し
て
、
権
を
捨
て
実
を
取
り
て
、

前
に
説
け
る
が
如
く
、
三
尊
の
法
と
合
し
て
普
光
明
智
を
し
て
心
中
に
現
前
せ
し
む
べ
し
。
又

た
律
所
説
の
如
く
、
深
く
財
色
を
離
る
る
が
故
に
、
心
清
浄
な
り
。
須
く
深
心
を
起
こ
し
て
、

修
禅
の
法
を
受
く
べ
し
。
禅
法
の
中
に
於
い
て
、
情
識
都
滅
の
方
便
有
り
｛
此
の
條
顕
密
に
就

き
て
、
種
種
の
秘
方
有
り
。
更
に
明
師
に
問
へ
ど
も
、
顕
露
に
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
の
み
。
但

し
此
こ
に
都
滅
と
云
う
は
、必
ず
し
も
滅
尽
定
等
の
如
く
な
ら
ず
。
唯
禅
門
の
方
便
を
用
い
て
、

事
識
の
分
別
を
生
ぜ
ざ
ら
し
め
ば
、
観
心
凝
然
と
し
て
一
向
に
無
生
の
真
理
を
照
見
す
。
是
れ

を
都
滅
と
名
づ
く
る
な
り
。
彼
の
意
言
無
分
別
観
等
の
如
し
｝。
此
の
法
を
受
学
し
て
、
後
に

心
を
朗
月
に
澄
ま
し
、
眠
り
を
松
風
に
覚
ま
し
て
、
深
く
修
習
思
惟
す
る
の
時
、
十
重
に
作
想

す
｛
此
の
三
昧
観
に
約
し
て
説
を
作
す
。
其
の
観
門
、
別
記
に
説
く
が
如
し
｝。
成
じ
已
り
て

第
十
重
の
位
に
至
る
に
、
自
心
虚
空
に
同
じ
く
し
て
朗
然
安
楽
な
り
。
十
方
に
遍
観
し
て
都
て

内
外
中
間
無
し（
深
義
更
に
問
へ
）。
方
に
始
め
て
空
恵
現
前
す
る
こ
と
を
了
知
す
。
一
切
衆
生
、

及
以
び
国
土
を
観
察
す
る
に
、
皆
な
幻
化
の
如
し
。
体
相
有
る
こ
と
無
し
。
空
恵
の
自
性
、
皆

な
周
遍
す
る
が
故
に
一
切
諸
仏
の
成
正
覚
、
転
法
輪
、
三
世
諸
劫
、
一
時
に
在
り
。
時
分
延
促

安
立
の
相
無
し
。
十
明
論
に
云
へ
る
が
如
し
」（『
正
蔵
』
七
二
、八
一
ｃ
）

（（0）『
正
蔵
』
七
二
、八
一
ｃ

（（（）「
今
此
空
智
慧
光
明
普
見
法
門
者
、
修
行
者
於
定
位
起
觀
照
時
、
以
此
門
爲
方
便
、
入
憶
念
一

切
諸
佛
境
界
智
慧
光
明
普
見
法
門
」（『
正
蔵
』
七
二
、八
一
ｂ
）

（（（）「
次
能
入
所
入
對
者
、左
方
一
行
、對
右
方
爲
所
生
。
對
上
方
爲
能
入
。
上
方
即
對
左
方
爲
所
入
」

（『
正
蔵
』
七
二
、七
八
ａ
）

（（（）『
金
沢
文
庫
研
究
紀
要
』
四
号
、
七
二

（（（）『
正
蔵
』
四
五
、七
一
一
ａ

（（（）『
正
蔵
』
四
五
、七
一
一
ｂ

（（（）「
三
種
世
間
」
に
つ
い
て
智
儼
『
華
厳
孔
目
章
』（『
正
蔵
』
四
五
、五
六
八
ｃ
）
に
は
「
三
世
間

者
。
於
淨
佛
國
土
中
。
有
三
種
自
在
行
。
一
器
世
間
自
在
行
。
二
衆
生
世
間
自
在
行
。
三
智
正

覺
世
間
自
在
行
。
器
世
間
自
在
行
者
。
有
五
種
自
在
。
一
隨
心
所
欲
。
彼
能
現
及
不
現
。
二
隨

何
欲
彼
能
現
。
三
隨
時
欲
彼
即
時
現
。
四
隨
闊
狹
欲
彼
能
現
。
五
隨
心
幾
許
欲
彼
能
現
。
名
器

世
間
自
在
。
云
何
衆
生
世
間
自
在
行
。
是
菩
薩
隨
衆
生
差
別
信
。
隨
決
定
信
差
別
。
彼
彼
佛
國

土
中
。
彼
彼
大
會
中
。
如
是
如
是
自
身
示
現
。
是
菩
薩
。
若
於
沙
門
衆
中
。
示
沙
門
形
色
。
如

是
等
彼
彼
國
土
中
。
如
是
自
身
差
別
示
現
。
云
何
智
正
覺
自
在
行
。
第
一
義
諦
智
世
諦
智
等
。

經
曰
。
是
菩
薩
遠
離
一
切
身
相
分
別
。
得
身
平
等
。
是
菩
薩
知
衆
生
身
。
知
國
土
身
。
知
業
報
身
。

知
聲
聞
身
。
知
辟
支
佛
身
。
知
菩
薩
身
。
知
如
來
身
。
知
智
身
。
知
法
身
。
知
虚
空
身
。
是
菩

薩
。
如
是
知
衆
生
深
心
起
信
樂
。
若
以
衆
生
身
作
自
身
。
或
以
自
身
作
衆
生
身
。
如
是
等
九
身

如
是
。
是
菩
薩
。
如
是
知
衆
生
深
心
起
信
樂
。
展
轉
自
在
成
。
廣
如
地
論
説
」
と
あ
る
。

（（（）「
釈
迦
如
来
の
教
網
を
表
さ
ん
と
欲
す
。
所
謂
三
種
世
間
な
り
。
海
印
三
昧
従
り
槃
出
現
顕
す

る
が
故
に
。
所
謂
三
種
世
間
と
は
、
一
つ
に
は
器
世
間
、
二
つ
に
は
衆
生
世
間
、
三
つ
に
は
智

五
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正
覚
世
間
な
り
。
智
正
覚
世
間
と
は
、
仏
菩
薩
な
り
」『
正
蔵
』
四
五
、七
一
一
ａ

（（（）
柴
崎
照
和
氏
は
明
恵
の
『
解
脱
門
義
』
に
お
け
る
成
仏
義
を
考
察
す
る
な
か
で
、
そ
の
構
造
か

ら
「
二
段
階
成
仏
論
」
と
便
宜
上
名
付
け
て
お
ら
れ
る
。（『
明
恵
上
人
の
研
究
』
三
三
二
）

（（（）「
問
、
十
信
作
佛
、
與
十
地
終
心
作
佛
、
差
別
云
何
。
答
、
若
但
言
十
信
作
佛
、
不
論
十
地
終

心
作
佛
、
則
是
三
乘
教
。
何
以
故
。
由
法
義
道
理
不
具
故
。
若
具
五
位
及
九
位
作
佛
、
即
是
一

乘
圓
教
攝
也
。
何
以
故
。
由
具
教
義
等
、
具
足
説
故
。
小
乘
佛
、
三
乘
佛
、
竝
是
阿
含
佛
、
一

乘
佛
是
義
佛
也
」（『
正
蔵
』
四
五
、五
二
一
ａ
）

（（0）「
第
五
、
約
一
乘
義
者
、
十
信
終
心
、
乃
至
十
解
位
十
行
十
迴
向
十
地
佛
地
、
一
切
皆
成
佛
。

又
在
第
十
地
、
亦
別
成
佛
。
如
法
寶
周
羅
善
知
識
中
説
。
何
以
故
。
一
乘
之
義
、
爲
引
三
乘
及

小
乘
等
、
同
於
下
位
及
下
身
中
、
得
成
佛
故
。
又
於
八
地
已
上
、
即
成
其
佛
。
如
於
此
位
成
無

礙
佛
一
切
身
故
。
此
據
別
教
言
。
若
據
同
教
説
、
即
攝
前
四
乘
所
明
道
理
。
一
切
皆
是
一
乘
之

義
」（『
正
蔵
』
四
五
、五
六
一
ａ
）

（（（）『
捜
玄
記
』
に
「
十
信
位
中
圓
通
之
徳
非
妙
慧
不
受
。
深
義
淨
徳
唯
賢
始
得
」（『
正
蔵
』

三
五
、三
一
ａ
）
と
あ
る
。

（（（）「
經
云
、
初
發
心
菩
薩
、
一
念
功
徳
、
不
可
盡
者
、
如
第
一
錢
。
何
以
故
。
約
一
門
顯
無
盡
故
。

何
況
無
量
無
邊
諸
地
功
徳
者
、
如
第
二
錢
已
去
。
何
以
故
。
約
異
門
説
故
。
初
發
心
時
便
成
正

覺
者
、
如
一
錢
即
十
故
。
何
以
故
。
約
行
體
説
故
」（『
正
蔵
』
四
五
、七
一
五
上
）。
こ
こ
で
い

う
と
こ
ろ
の
「
經
云
」
と
は
『
六
十
華
厳
』「
賢
首
菩
薩
品
」
の
「
菩
薩
於
生
死
、最
初
發
心
時
、

一
向
求
菩
提
、
堅
固
不
可
動
。
彼
一
念
功
徳
、
深
廣
無
邊
際
。
如
來
分
別
説
、
窮
劫
猶
不
盡
。

何
況
於
無
量
無
數
無
邊
劫
、具
足
修
諸
度
諸
地
功
徳
行
」（『
正
蔵
』九
、四
三
二
ｃ
）お
よ
び
同「
梵

行
品
」
の
「
初
發
心
時
、
便
成
正
覺
。
知
一
切
法
眞
實
之
性
、
具
足
慧
身
、
不
由
他
悟
」（『
正

蔵
九
、四
四
九
ｃ
』
か
ら
の
趣
意
お
よ
び
引
用
で
あ
る
。

（（（）『
正
蔵
』
四
五
、四
八
九
ｂ

（（（）『
正
蔵
』
四
五
、五
〇
五
ａ

（（（）『
正
蔵
』
三
五
、一
〇
八
ｃ
、
一
一
七
ａ

（（（）『
五
教
章
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。「
三
者
諸
法
相
即
自
在
門
。
此
上
諸
義
一
即
一
切
。
一

切
即
一
。
圓
融
自
在
無
礙
成
耳
。
若
約
同
體
門
中
。
即
自
具
足
攝
一
切
法
也
。
然
此
自
一
切
復

自
相
入
。
重
重
無
盡
故
也
。
然
此
無
盡
皆
悉
在
初
門
中
也
。
故
此
經
云
。
初
發
心
菩
薩
。
一
念

之
切
徳
。
深
廣
無
邊
際
。
如
來
分
別
説
。
窮
劫
不
能
盡
。
何
況
於
無
邊
無
數
無
量
劫
。
具
足
修

諸
度
諸
地
功
徳
行
。
義
言
一
念
即
深
廣
無
邊
者
。
良
由
縁
起
法
界
一
即
一
切
故
爾
。
如
彼
同
體

門
中
一
錢
即
得
重
重
無
盡
義
者
。
即
其
事
也
。
何
況
無
邊
劫
者
。
即
餘
一
一
門
中
。
各
現
無
盡

義
者
是
也
。
所
以
爾
者
。
此
經
又
云
。
初
發
心
菩
薩
。
即
是
佛
故
也
。
由
是
縁
起
妙
理
始
終
皆

齊
。
得
始
即
得
終
。
窮
終
方
原
始
。
如
上
同
時
具
足
故
得
然
也
。
又
云
。
在
於
一
地
普
攝
一
切

諸
地
功
徳
也
。
是
故
得
一
即
得
一
切
。
又
云
。
知
一
即
多
多
即
一
故
也
。
十
信
終
心
即
作
佛
者

即
其
事
也
」（『
正
蔵
』
四
五
、五
〇
五
ａ
）

（（（）「
問
義
既
不
同
。
何
故
一
種
同
是
信
滿
勝
進
分
上
起
此
用
耶
。
答
爲
欲
方
便
顯
此
一
乘
信
滿
成

佛
令
易
信
受
故
。
於
彼
教
先
作
此
説
」（『
正
蔵
』
四
五
、四
九
〇
ａ
）。
信
満
成
佛
で
あ
る
こ
と

の
証
左
と
し
て
は
そ
れ
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

（（（）「
問
、
若
爾
云
何
説
得
諸
位
階
降
次
第
。
答
、
以
此
經
中
、
安
立
諸
位
、
有
二
善
巧
。
一
約
相

就
門
、
分
位
前
後
。
寄
同
三
乘
。
引
彼
方
便
、
是
同
教
也
。
二
約
體
、
就
法
前
後
相
入
。
圓
融

自
在
、
異
彼
三
乘
。
是
別
教
也
。
但
以
不
移
門
、
而
恒
相
即
不
壞
即
、
而
恒
前
後
。
是
故
二
義

融
通
、
不
相
違
也
」（『
正
蔵
』
四
五
、四
九
〇
ａ
）。「
問
、
若
爾
應
言
住
位
成
佛
。
何
名
信
滿
。

答
、
由
信
成
故
。
是
故
是
行
佛
、
非
位
佛
也
。
餘
義
準
之
」（『
正
蔵
』
四
五
、四
九
〇
ｂ
）。
こ

れ
ら
の
詳
細
な
検
討
に
つ
い
て
は
吉
津
宜
英
氏
（『
華
厳
一
乗
思
想
の
研
究
』）
に
よ
っ
て
な
さ

れ
て
い
る
。
い
ま
は
氏
の
研
究
結
果
に
依
る
。

（（（）
あ
く
ま
で
憶
測
に
す
ぎ
な
い
が
、
単
純
に
「
成
仏
」
と
い
う
こ
と
で
見
れ
ば
、
澄
観
の
場
合
は

む
し
ろ
見
性
成
仏
の
方
に
興
味
が
あ
っ
た
た
め
、
信
位
に
お
け
る
成
仏
は
あ
ま
り
語
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（（0）「
一
以
能
信
所
信
相
對
。謂
普
賢
表
所
信
之
法
界
。即
在
纒
如
來
藏
故
。理
趣
般
若
云
、一
切
衆
生
、

皆
如
來
藏
。
普
賢
菩
薩
自
體
遍
故
。
初
會
即
入
如
來
藏
身
三
昧
者
、
意
在
此
也
。
文
殊
表
能
信

之
心
。
佛
名
經
云
、一
切
諸
佛
、皆
因
文
殊
、而
發
心
者
、表
依
信
發
故
。
善
財
始
見
發
大
心
者
、

當
信
位
故
。
經
云
、
文
殊
菩
薩
、
出
生
一
切
菩
薩
、
無
休
息
故
」（『
正
蔵
』
四
五
、六
七
一
ａ
）

（（（）
吉
津
宜
英
氏
は
、
澄
観
と
法
蔵
の
理
解
を
比
較
し
て
「
法
蔵
は
機
根
論
の
所
で
受
教
者
の
心
に

即
し
て
信
満
成
仏
を
示
し
た
が
、
澄
観
は
三
聖
円
融
の
立
場
か
ら
文
殊
に
託
し
て
、
い
わ
ば
教

受
者
の
信
を
示
す
。
法
蔵
が
あ
く
ま
で
因
門
の
信
に
徹
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
澄
観
は
果
門
の

立
場
の
信
を
提
示
」
し
て
い
る
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
。（『
華
厳
一
乗
思
想
の
研
究
』
四
〇
一
）

（（（）『
正
蔵
』
三
六
、七
四
〇
ａ

（（（）
仏
名
号
品
「
然
後
、
以
無
作
方
便
定
、
印
之
。
入
十
住
初
心
、
生
如
来
智
慧
家
。
爲
如
来
智
慧

法
王
之
眞
子
」（『
続
蔵
』
六
、七
ｂ
）

（（（）『
正
蔵
』
七
二
、七
六
ｃ
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明
恵
に
お
け
る
成
仏
の
思
想
に
つ
い
て

（（（）『
正
蔵
』
七
二
、七
四
ｃ

（（（）
明
恵
の
『
華
厳
仏
光
三
昧
観
冥
観
伝
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
同
（
承
久
二
年
：

一
二
二
〇
）
七
月
二
十
九
日
、
於
佛
前
、
致
誠
請
求
。
於
佛
前
忽
睡
眠
。
即
夢
云
、
有
如
来
朱

雀
門
樓
門
。
從
往
昔
以
来
、諸
人
都
不
通
。
然
有
一
大
人
。
召
一
人
童
子
、仰
云
、須
開
此
大
門
、

令
諸
人
往
來
。
云
々
。
童
子
承
勅
、
開
此
大
門
。
即
心
思
。
往
昔
以
來
、
人
不
通
。
從
今
日
以

後
、
諸
人
輒
可
往
來
。
云
々
。
即
案
蒙
許
可
也
。
大
門
者
即
此
三
昧
解
脱
門
。
依
之
予
、
永
以

此
三
昧
観
、
為
所
作
」（『
日
蔵
』
華
厳
宗
章
疏
七
四
、一
一
〇
ｂ
）。

（（（）
明
恵
は
『
解
脱
門
義
』
の
中
で
法
蔵
『
五
教
章
』
と
李
通
玄
『
新
華
厳
経
論
』
の
説
を
引
用
し
、

信
位
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。（『
正
蔵
』
七
二
、七
六
ｂ
）

（（（）
こ
の
こ
と
は
吉
津
氏
が
法
蔵
の
信
満
成
仏
成
立
以
降
の
階
位
の
存
在
意
義
を
論
じ
る
中
で
述
べ

ら
れ
て
い
る
。（『
華
厳
一
乗
思
想
の
研
究
』
三
八
七
）

（（（）
こ
れ
に
関
し
て
は
李
通
玄
『
新
華
厳
経
論
』
な
ど
の
主
伴
相
従
に
依
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
（『
正
蔵
』
三
六
、一
〇
四
六
ｂ
）。

（（0）
明
恵
は
上
方
の
一
行
を
解
説
す
る
中
「
謂
此
十
住
法
門
、
信
位
菩
薩
、
初
於
普
光
明
智
中
、
起

因
果
同
體
信
。
次
於
定
位
、
正
起
空
智
慧
觀
。
於
此
觀
智
中
、
深
入
佛
知
見
。
始
與
法
身
合
不

見
萬
法
。
能
所
無
二
也
。
向
果
位
｛
佛
果
也
｝
名
憶
念
諸
佛
智
慧
門
。
向
因
位
｛
信
位
也
｝
名

空
智
慧
光
明
門
。
心
｛
信
位
也
｝
境
｛
十
住
也
｝
合
能
｛
信
位
也
｝
所
｛
十
住
也
｝
無
二
故
、

無
初
｛
信
位
也
｝
後
｛
十
住
也
｝
不
同
。
初
發
心
時
、
便
成
正
覺
。
不
論
相
好
及
與
神
通
。
一

切
一
乘
甚
深
行
門
方
便
雖
不
同
皆
此
門
建
立
也
」（『
正
蔵
』
七
七
、八
三
ａ
）
と
述
べ
て
い
る
。

（（（）
柴
崎
氏
は
明
恵
の
心
住
一
対
の
主
張
に
関
し
て
「
実
践
的
な
成
仏
論
で
あ
る
信
満
成
仏
と
、
理

論
的
な
成
仏
論
で
あ
る
初
発
心
住
成
仏
（
初
発
心
時
便
成
正
覚
）
と
の
齟
齬
を
融
和
し
よ
う
と

す
る
考
え
に
よ
る
も
の
」（
前
掲
三
七
四
）
と
し
て
お
ら
れ
る
。
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